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ジッド「チュニスの解放」をめぐる書誌的考察

吉　井　亮　雄

　ジッドは戦時下の 1942 年 5 月初め，避難先の南仏ニースを離れ，マルセイ 
ユから乗船，6 日にチュニジアの首都チュニスに到着した（逗留先は市郊外シ
ディ＝ブ＝サイドのテオ・レイモン・ド・ジャンティル宅）。その後 11 月末に
はドイツ・イタリア軍が同市を占領。翌 43 年に入ると，たびたび空襲が続くな
か，1 月と 3 月の 2 度にわたりフランス帰国の可能性を提示されるも，この誘
いを断っている。幸いにも 5 月 7 日には連合国軍がチュニスに入り，同市を奪
還。3 週間後，作家はこの地を発ちアルジェへと向かい，翌 6 月にはド・ゴー
ル将軍と会食の機会をもっている。
　さて，チュニス滞在中もジッドは定期的に日記をつけており，それらの記述
はやがて 1950 年刊の『日記（1942-1949 年）』や，没後出

しゅったい

来のプレイアッド版
『日記』第 2 巻（1954 年）などの単行版に収められるが，43 年の数ページ分だ
けは早くからいくつかの新聞・雑誌に発表されていたのである。この事実は初
出掲載の不正確な出典のほかは，現在までほとんど指摘されたことがない。些
末な事柄ではあるものの，またいまだ調査・探索の及ばぬ点はあるものの，小
稿では，当該記述が先行発表された経緯について若干の補説を添えつつ，いく
つかの書誌情報を確定・提示したい。

『シリアとオリエント』紙

　「43 年の数ページ分」とは，連合国軍によるチュニス奪還とこれに続く 1 週
間の模様（ 5 月 7 - 14 日）を綴った日記抜粋のことだが，それがジッド本人に
よるタイトル「チュニスの解放 La Délivrance de Tunis 」を冠し，初めて活
字化されたのはベイルートのフランス語日刊紙『シリアとオリエント La Syrie 
et l’Orient 』においてである。この事実じたいは，ジッド著作の総合的書誌

（1889 年から 1973 年までが対象）を作成したジャック・コトナンがすでに指摘
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していたが，彼自身は当該紙を参照することがかなわず，ジッドに寄稿を請う
たジャン・ゴーミエの後年の証言を出典の情報源としていた 1）。したがって，ま
ずは初出掲載に先立つ後 2 者の遣り取りから紹介しておこう。
　ゴーミエ（1905-1997）はオリエントに強い関心を抱きつづけた作家・大学教
員だが，ド・ゴール将軍の知遇をえたことを機に，当時はベイルートで対独抵
抗組織「自由フランス」（42 年 7 月「戦うフランス」に改称）の情宣・ラジオ
放送部門を指揮し，その立場から『シリアとオリエント』紙の責任者も務めて
いたのである。ヴィシー政権の執拗なプロパガンダに対抗すべく，現地在住の
フランス人にむけた紙面構成を心がけ，毎土曜日にはベルナノスやエリュアー
ル，アラゴン，ヴェルコールらレジスタンス作家・詩人のテクストを転載して
いたが，北アフリカの解放後ジッドがアルジェに滞在中であることを知ると， 
彼に連絡をとり同紙への寄稿を依頼する。
　ジッドは 43 年 7 月 24 日の返信で快諾し，時宜的に「読者の関心を呼びそう
な」テクストとして上述の日記抜粋を提案，5 日後にはその転写稿を送った（同
便がベイルートに到着したのは 8 月 5 日）。作家の懸念はただひとつ，チュニス
解放直後のアラブ人住民への言及が不穏当ではないかというもので，その取捨
はゴーミエに委ねると書き添えている 2）。「奇妙なことには，これまでこの都会
では各国語を話していたのに，今日はもはやフランス語しか聞こえない」とい
う文言に続く一節がそれである──

イタリア人は沈黙し，身を隠している。そしてアラブ人の姿はほんのわずかしか見え
ない。壁という壁に貼ってある〔北アフリカの軍事指導者アンリ・〕ジロー将軍の布
告のなかの，威嚇的で不明瞭な文句が彼らを恐怖で満たしている。彼らは不安な気持
ちでいる。こうした漠然とした威嚇は自分たちを標的としたものなのかと心配してい
るのだ＊）。彼らは隠れてはいないと言えるだろうが，祝典にはまったく加わらず，ア
ラブ人街に籠もっている。だから歓呼の声を上げている群衆のこの騒々しいうごめき
は，大部分が（そしてある地域においてはほとんど全てが）ユダヤ人たちだ。皆，口々
に「フランス万歳！」と叫んでいる。

＊）｢悲惨と苦痛をもたらした敵の仕業を幇助した者は，容赦なく即刻処罰されるであろ
う。余はそのことを正式に約束する。我々のあいだには裏切り者の占めうる場所はない
のである」 3）

結局のところジッドの懸念は杞憂に終わり，この一節はゴーミエの判断の下
もと

そ
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のまま掲載される。また後続の紙誌掲載や単行版のいずれにおいても削除され
ることはない。
　前述のように，「チュニスの解放」の初出掲載を知ったコトナンが 1970 年頃
さらに詳細な情報をゴーミエに求めたところ，後者は次のような回答を返して
いる──

　残念ながら，私には〔ジッドの〕日記の抜粋が『シリアとオリエント』のどの号に
載ったかを明言するはできません。私自身はこの新聞の揃いを持ってはおりませんし， 
また同紙はどこにも，レバノンにおいてさえも──戦後，同国のフランス大使館は自
由フランスの運動にかんする記録保持にはまったく無関心だったのです──完全な揃
いは残っていないはずです。
　当該記事が，この新聞の 1 頁全面を占めて（そのことははっきりと覚えています）
掲載されたのは，おそらく 1943 年 8 月のことでした。 4）

だが，元編集責任者の記憶は正確さに欠けていた。たしかに『シリアとオリエ
ント』は参照容易ならざる資料ではあるが 5），「チュニスの解放」が実際に掲載
されたのは同年の 9 月 4 日号，またテクストは「1 頁全面」を占めたのではな
く，新聞の紙面がしばしば採るように，2 つに分割されて第 3 頁と第 4 頁に跨
がるかたちをとっているのである。

『フリー・ワールド』誌，『ル・モンド・リーブル』誌

　先に言及した 7 月 24 日のゴーミエ宛書簡でジッドは，「チュニスの解放」は
ニューヨークの『フリー・ワールド Free World 』誌にも掲載予定である旨を
伝え，各国間の情報流通が滞っている現状では「独占掲載」にこだわる意味は
あるまいとも書き添えていた 6）。
　『フリー・ワールド』は，ニューヨークに本部を置く「国際フリー・ワールド
協会」が 1941 年 10 月から 46 年 12 月まで発行した英語月刊誌で，同盟国を支
持し反ファシズム・政治的自由主義を標榜するルイ・ドリヴェ（1908-1989）が
編集の中心を担った。同協会は多くの国々に連携のネットワークを張り，英語
版に続いては順次，スペイン語版，中国語版，フランス語版が発刊されるが， 
ジッドと『フリー・ワールド』およびその姉妹誌『ル・モンド・リーブル Le 
Monde Libre 』（1943 年 5 月カナダ・モントリオールで創刊，初年度は年 2 回の
発行，以後は 45 年 11 月の終刊号までほぼ季刊）との間を仲介したのは，両誌
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の「国際編集委員会」の一員リュシアン・ヴォージェル（1886-1954，『フォイ
エ・ダール』や『ヴォーグ』フランス語版などいくつかの雑誌を主宰）で，彼
がニューヨークから発信した 43 年 9 月 21 日付ジッド宛書簡には次のような文
言が認められる──

〔…〕チュニス解放にかんする日記抜粋を有難うございました。玉稿は『フリー・ワー
ルド』の今月号と，フランス語版『ル・モンド・リーブル』の次の号に発表されます。
また我々の 4 つのラテンアメリカ版にも確実に掲載されるでしょう。 7）

まずは英語版・フランス語版についての書誌情報から──。ヴォージェルが述
べるように，『フリー・ワールド』は « The Deliverance of Tunis » の英語題
を冠した全訳（アルバート・リップマン訳）を 10 月号（刊出はおそらく 9 月
末）に，また『ル・モンド・リーブル』はその第 2 号（同年 12 月）にフランス
語原文を掲載する。ちなみに両誌ともウィリアム・ローゼンスタインによるジッ
ドの肖像デッサンを記事の冒頭に掲げた。さらに付言すれば『ル・モンド・リー
ブル』は誌名の上に « La Délivrance de Tunis par André Gide » と特記し，
ジッドの寄稿が同号の目玉であることを強調している。
　いっぽう「 4 つのラテンアメリカ版」というヴォージェルの記述は俄

にわか

には信
じがたい。というのは，この時点で『フリー・ワールド』の姉妹誌は，『ル・モ
ンド・リーブル』と中国語版『自由世界』のほかは，スペイン語版の月刊誌『ム
ンド・リーブレ Mundo libre 』が 2 カ国（メキシコとプエルトリコ）で出てい
るだけだからだ（後にはギリシャ語版も発刊される）。筆者が参照したかぎりで
は，このうち少なくともメキシコ版には「チュニスの解放」のスペイン語訳は
掲載されていない。プエルトリコ版・中国語版については未見のため確言はで
きないが，おそらく事情は同様だったのではあるまいか。

『ラ・フランス・ヌーヴェル』紙，『架空会見記』（フランス語版）

　さて，『フリー・ワールド』での英語訳掲載後，「チュニスの解放」は『ル・
モンド・リーブル』に先行して 2 つの媒体に発表されているので，これらにも
触れておこう。まずは，アルゼンチンの首都ブエノス・アイレスで発行されて
いたド・ゴール派の週刊紙『ラ・フランス・ヌーヴェル La France nouvelle 』。
同紙の 10 月 15 日号にフランス語版全文が載ったが，そこに付されたキャプ
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ションは次のように記す──「これはジッドの日記の抜粋だが，いわゆるオリ
ジナルではなく，英語版からの重訳であることを断っておかねばならない。だ
が，テクストが本紙の読者の関心を惹くものであることになんら変わりはな
い」 8）。言うまでもなく，つい半月ほど前に『フリー・ワールド』に載った英
語版からの翻訳である。訳文はおおむね正確であるが，ただしタイトルは « La 
libération de Tunis » とされている。スペイン語では « délivrance / deliver‑
ance » の対応語は一般に « liberación » であることに影響されたためか。これ
に続いては，11 月にニューヨークでジャック・シフリンの経営するパンテオ
ン・ブックスから『架空会見記』フランス語版第 3 版が出

しゅったい

来。「チュニスの解
放」はその巻末に配される 9）。

『コンバ』紙

　年が明けて 1944 年 1 月 9 日，当時はアルジェで印刷されていたレジスタンス
の非合法紙『コンバ Combat 』（本拠はパリ）も「チュニスの解放」を掲載して
いる。ただし紙面を飾ったフランス語テクストはこれもまた「オリジナル」で
はなかった。記事冒頭に付された解題の一部がそのことを語っている──

〔…〕ここに掲載するテクストは〔ジッド本人から〕得たものではない。なぜそれがイ
ギリスで英語訳されたのか，その間

かん

の事情はいまだ我々には不明だが，巨匠の証言に
そなわる興味は疑えない。アルゼンチンの勇敢なるド・ゴール派週刊紙『ラ・フラン
ス・ヌーヴェル』がフランス語に訳し直したものである。本紙はそれを転載する。 10）

文中の「イギリスで
0 0 0 0 0

英語訳された」は，『ラ・フランス・ヌーヴェル』の註記
« traduction effectuée d’après la version anglaise » を読み違えたための明ら
かな誤り。記事のタイトルは当然ながら « La libération de Tunis » と銘打た
れているが，上掲解題ばかりか，ジッド自身の証言からも，この重訳掲載が彼
の同意を得たものではないことが分かる。1 月 17 日にモロッコのフェズから
ヴォージェルに宛てた書簡のなかで，ジッドは次のように憤懣を語っているの
である──「この地〔北アフリカ〕のある雑

マ マ

誌が厚かましくも私の《チュニス
日記》を掲載しました……しかも英語から訳されたものをです！ 抗議しように
も手の打ちようがありません」 11）。
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『架空会見記』（英語版・スペイン語版）

　「チュニスの解放」はジッドの単行版『架空会見記』の英語版・スペイン語版
の巻末にも収められた。それらの出典をごく簡略に述べておこう──。マルコ
ム・コウリー訳の英語版 « The Deliverance of Tunis » は 1944 年のコピーラ
イト表示を付して，ニューヨークの老舗出版社アルフレッド・K・クノップか
ら出来（Imaginary Interviews ）。またマルガリータ・アベイヤ・カプリレとマ
ルタ・アコスタ・ヴァン・プラエ共訳のスペイン語版「チュニジア

0 0 0 0 0

の解放 La 
liberación de Túnez」はブエノス・アイレスの出版社エメセ・エディトーレス
の「大随想家」叢書第 9 巻（Reportajes Imaginarios，刷了は同年 8 月 18 日）
に収載された。

『発禁時評』，『レ・レットル・フランセーズ』紙

　チュニス解放の記述を含む日記抜粋は同年夏，ミニュイ出版から非合法で刊
行された『発禁時評』第 2 巻（刷了は 7 月 14 日）にも収録されている。同巻に
はジッドのほかに，シャルル・モルガン，レイモン・モルティメ，アンドレ・
シャンソン，またそれぞれ「ラ・ヴァランティーヌ」「モージュ」の変名でガブ
リエル・オーディシオ，クロード・ベランジェのテクストが並ぶ。
　やがて 8 月 25 日には待望のパリ解放。これに伴い，「フランス作家国家委員
会」の機関紙『レ・レットル・フランセーズ Les Lettres françaises 』（1942 年
にジャック・ドクールとジャン・ポーランが創刊した週刊紙）は合法化される
が，その 11 月 18 日号は第 1 頁冒頭に「チュニスの解放」を再録掲載する。掲
載にあたっては次のようなキャプションが付されていた──「アンドレ・ジッ
ド氏は最近我々に作家国家委員会への賛同・加入を通知してこられた。本紙と
しては，『贋金つかい』の著者がミニュイ出版刊『発禁時評』第 2 巻に収めた， 
チュニス奪還にかんする文章の抜粋を以下に掲載することを喜びとする」 12）。記
事自体は著者自身の許可をえず掲載されたものであったが 13），そんな事情なぞ
露知らぬルイ・アラゴンがこれに激しく噛みついた。翌週号（25 日付，発行は
おそらくその前日）のやはり冒頭に載った一文「アンドレ・ジッドの帰還」で， 
共産党の花形作家はそれなりの留保は付しながらも，ナチスに殺されたドクー
ルの名を掲げ対独抵抗を貫いた同紙が，今なお国外に留まり続けるジッドの文
章を恭

うやうや

しく冒頭に掲げたことを厳しく難じたのである──「私はなにもジッド
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氏を銃殺せよと言うのではない。『レ・レットル・フランセーズ』に彼の書くも
のは載せるなと要求しているのだ」 14）。このような不穏な情勢を案じたフラン
ソワ・モーリアックやマルタン・デュ・ガールら友人たちは年末から翌年初頭
にかけて，ジッドの立場がいかほど堅固であっても，今しばらくは帰国を思い
とどまるように忠告・説得 15）。それもあってか，彼がパリに戻るのはようやく
半年後，1945 年 5 月 6 日のことであった。

『日記』での収載

　チュニス解放の記述はジッドの最晩年と没後まもなく，いずれにおいても無
題であるが，『日記』の 4 つの版に収められる。すなわち，まずは 1950 年にガリ 
マールから刊出の『日記（1942-1949 年）』（刷了は同年 2 月 10 日）。次いで，
ニューヨークとロンドンで同時出版されたコロンビア大学教授ジャスティン・
オブライエンによる英語訳『アンドレ・ジッドの日記』第 4 巻（1951 年） 16）。そ
して，ともに翌 52 年出来の『詩，日記，回想』（ガリマール）第 2 巻と，新庄 
嘉章訳の新潮社版『ジイドの日記』第 5 巻である。さらにその後も，スペイン
語版（1963 年）やドイツ語版（『ジッド全集』第 4 巻，1990 年），イタリア語版

（2016 年）などの『日記』も当該記述を収載したが，筆者の調査・実見にもと
づき以下に掲げる一覧にはプレイアッド版の『日記』新旧両版のレフェランス
を記すにとどめよう。

＊
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